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研究成果の概要（和文）：中深層性大型イカ類に関しては、特殊水中ビデオカメラ・ライトを開発し深海の環境を乱す
ことなく、それらの行動生態を記録し生物量の推定を試みた。2011年には小笠原沖でNHKと共同して有人潜水艇から世
界初となるダイオウイカの生態観察・撮影に成功した。一方マッコウクジラに関しては、加速度マルチロガーと超小型
水中カメラロガーを直接取り付けることにより、潜水中の行動を３Ｄで捉えることに成功し、餌となる大型イカ類を追
跡・捕獲する行動パターンを明らかにした。また、深海の腐肉食性ベントスの蝟集実験を行い、蝟集物質の科学的組成
を解析するとともにベントス群集の時間的変遷を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Concerning to the mesopelagic large squids, we developed special underwater video 
camera  and lighting system and utilized to observe their natural behavior without disturbing deep-sea env
ironment. In 2011, we successfully observed and recorded live giant squid from submersible off Ogasawara I
slands with cooperation of NHK for the first time. On the other hand, we developed multi-logger system and
 extraordinarily compact underwater camera and  attached the logger and camera several times to sperm whal
es. The logger and camera images gave us a detailed diving trace in 3 dimensions by which casing and hunti
ng behaviour of sperm whales to the prey squid were deduced. In addition, we observed a process of gatheri
ng benthic scavengers and clarified chemical attractant and temporal succession of benthic scavenger commu
nities.
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１．研究開始当初の背景 

（１）日本近海を含む世界の中緯度海域の中

深層(水深:300-1500m)にダイオウイカをは

じめとする大型頭足類が膨大な生物量で生

存していることは、海洋食物網における最高

次捕食者であるマッコウクジラの摂餌生態

から疑いのない事実と考えられる。これら中

深層性大型イカ類は、海洋生態系さらには生

物多様性を考える上で非常に重要な構成要

素であることは言を俟たない。 

（２）海外でもこれら中深層性イカ類の感心

は高く、主に欧米や日本の研究調査組織によ

る最近の深海探査艇の開発・性能向上に伴い、

それらの生態や分類などに関する知見が近

年飛躍的に増加している。しかし、これら深

海探査艇による調査では、遊泳力が乏しく探

査艇から逃避できない不活発な小型頭足類

や幼稚仔期の個体に限られ、大型で活発な頭

足類はまったく捉えられていなかった。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究は、海洋食物網における最高次

捕食者であるマッコウクジラとマッコウク

ジラに専ら食べられている中深層性大型頭

足類に焦点をあて、マッコウクジラの潜水行

動と索餌様式、中深層性大型頭足類の生息環

境下での行動様式を最新のバイオロガー・超

小型水中カメラ機材等を用いた野外調査を

通じて捉えることにより、両者間で共進化的

に進んできた行動生態的特性を総括的に理

解すること目的とした。 

（２）また、深海の腐肉食性ベントスの蝟集

メカニズムに注目し、蝟集物質の科学的組成

を解析するとともにベントス群集の時間的

変遷を明らかにすることを目的とした。 

３．研究の方法 

（１）小型・軽量の水中 HV 撮影システムお

よび赤色系高輝度LEDを用いた照明機器の開

発：今までの調査に用いられてきた水中撮影

システムが開発されて以後、最新の HV ビデ

オカメラやLEDの性能向上・小型化は著しく、

これらを組み込むことによりさらに小型水

中 HV 撮影システムの開発が可能となってき

た。この小型化は、中深層性大型頭足類のみ

ならず深海動物に与える影響を格段に低減

することが予想される。また、LED は単一波

長の光を発することが可能であるため、深海

性動物の眼には感知できない赤色系の光を

用いることにより、今までに出現しない深海

性動物の撮影の可能性も期待される。採択初

年度に 2台のシステムを完成させ、現有の撮

影システムと共に小笠原近海での垂下式調

査に運用する。 

（２）マッコウクジラをビークルとした深海

性大型頭足類の観察：採択初年度から次年度

にかけて、さらに撮影システムの超小型化を

図り 2台のシステムを完成させ、そのシステ

ムをマッコウクジラの頭部に吸盤で装着す

る方策を考え、実際にマッコウクジラが潜水

して大型頭足類を捕食する深海での行動を

映像に記録する可能性を探る。この項目は平

成 18～20 年度採択の「中深層性大型頭足類

の分類ならびに生態、潜在的生物量に関する

基礎的研究」（基盤研究 B）の研究項目の一つ

であったが、調査機器の開発の遅れや傭船す

る漁船の問題などで遂行することが出来な

かった。 

（３）今までに開発された現有撮影システム

による深海性動物の観察：今までの調査に用

いられてきた水中撮影システムの有効利用

を図るため、小笠原近海・中深層性大型頭足

類に限らず、連携研究者の研究フィールドで

ある駿河湾において現有の水中撮影システ

ムによる深海性動物の撮影および腐肉食性

底性動物の誘引物質の解明を試みる。 

 
４．研究成果 



（１）平成 22

年から超小型

深海カメラシ

ステムと特殊

LED 深海ライ

トの開発に着

手し、平成 24

年までに４台

を完成させた。

これら新規開

発機材と既存

の 2 台を用い

て、小笠原父

島沖および北

海道羅臼沖の

水深 600ｍ

から900mの

中深層で撮

影を行った。

延べ 100 時間余りの動画が撮影され、中深層

性イカ類の自然状態における行動生態に関

する多くの知見を得た。また、平成 24 年 7

月には NHK と共同で小笠原近海において調

査・撮影プロジェクトを実施し、ダイオウイ

カの生息する深海で有人潜水艇から実際に

ヒトの眼でその摂餌行動の観察、映像記録な

ど世界初となる成果をあげた。 

（２）マッコウクジラの行動に関しては、超

小型水中カメラとマルチ・バイオロガーによ

る画像・行動解析のデータが同時に得られる

ようになり、マッコウクジラが餌を襲う際の

詳細な行動様式に関する新たな発見がなさ

れた。平成 25 年には、３頭のマッコウクジ

ラに静止画カメラロガー、1 頭に行動記録ロ

ガーの取り付けに成功し、約 4000 枚の静止

画および 3D 加速度データを得ることができ

た。加えて、今までにほとんど記録のないア

カボウクジラ1頭に行動記録ロガーを取り付

けることができ、本種の潜水行動に関する貴

重なデータも得ることができた。 

（３）深海の腐肉食性ベントスの蝟集実験で

は、餌として用いたサンマとスルメイカの 1

時間当たり消費速度の測定を行った、その結

果、駿河湾の水深300mでは総消費量は約800g

であったのに対し800mでは1.6kgから2.5kg

であり、消費速度に約 2から 3倍の差があっ

た。また、オオグソクムシ 1匹が 1時間当た

りに消費するサンマの量も 800m の方が約 10

倍速かった。水深 800m ではホラアナゴ等の

出現数が多く、オオグソクムシが餌に滞在す

る時間も長いなど、全体に腐肉食者による餌

の消費が非常に活発に行われていることが

示された。死骸の消費は陸棚斜面のやや浅い

所よりもむしろ深所が中心となっている可

能性が考えられた。 
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